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図 1. 旧渡辺甚吉邸外観
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図 5. 渡邊邸

合 資 会 社 エ ン ド 建 築 工 務 所 東 京 支 店
『 渡 邊 邸 』 ( 九 段 寫 眞 研 究 所 , 1 9 3 2 )

… 旧 渡 辺 甚 吉 邸 の 竣 工 記 念 誌 。 細 部
の 仕 様 、 関 連 業 者 、 設 計 者 の 書 簡 な
ど が 収 録 さ れ て い る 。 私 家 版 の た め
市 場 流 通 は 無 し 。
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図 7. カトラリー一式 図 8. 石膏型

図 9. 椅子 図 10. スケッチ

今 が デ ザ イ ン し た
カ ト ラ リ ー 一 式 /
試 作 に 用 い た 石 膏
型 / 椅 子 / 今 が 設
計 し た イ ン テ リ ア
の ス ケ ッ チ の 実 物
が そ れ ぞ れ 現 存 し
ている。
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ま た 、『 旧 渡 辺 甚 吉 邸 』の メ デ ィ ア 掲 載 履 歴 は 以 下 の 通 り で あ る 。

以 上 の 資 料 に 、 2 0 1 7 年 度 の 実 測 調 査 の 成 果 を 加 え る 。
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竣 工 当 時 の 情 報

　 2 0 1 7 / 6 / 1 9 - 7 / 7 に か け て 、
早 稲 田 大 学 ・ 法 政 大 学 ・ 神 奈
川 大 学 の 三 大 学 合 同 で 『 旧 渡
辺 甚 吉 邸 』 の 実 測 調 査 が 行 わ
れ た 。 本 建 築 は 、 1 9 3 4 年 に 現
港 区 白 金 台 に 建 て ら れ た 個 人
邸 宅 で あ る 。ハ ー フ テ ィ ン バ ー
を 基 調 と し た チ ュ ー ダ ー 様 式
が 特 徴 で 、 設 計 に は 『 あ め り か 屋 』 の 元 技 師 ・ 遠 藤 健 三 ( 実
施 設 計 ) 、 同 元 技 師 長 ・ 山 本 拙 郎 ( 全 体 計 画 ) 、 考 現 学 者 ・ 今
和 次 郎 ( 細 部 装 飾 ) の 三 名 が 参 加 し た 。 当 時 に お け る 、 住 宅
設 計 へ の 最 高 の 知 見 を 有 し た 三 名 が 手 掛 け た 史 的 価 値 の 高 い
建 築 で あ る に も 関 わ ら ず 、 未 だ 正 当 な 研 究 に よ る 史 的 意 義 が
見 出 さ れ て い な い 。

【 1 】 実 測 調 査 結 果 ・ 既 往 の 文 献 ・ 一 次 資 料 を 用 い て 建
築 上 の 特 徴 を 整 理 す る こ と

【 2 】 旧 渡 辺 甚 吉 邸 の 価 値 を 近 現 代 の 文 脈 の 中 で 新 た に
確 立 す る こ と

研 究 方 法

既 往 研 究

【 1 】 に つ い て … 資 料 編 を 編 纂 す る 。 ま た 、 本 論 に お い て 設 計
者 三 名 の 建 築 観 と 旧 渡 辺 甚 吉 邸 の 評 価 基 軸 を 明 ら か に し 、 そ
の 補 填 と す る 。 現 在 確 認 で き る 一 次 資 料 は 以 下 の 通 り で あ る 。

【 2 】 に つ い て … 旧 渡 辺 甚 吉 邸 の 設 計 者 三 名 の 建 築 観 を 規 定 し
て い る の が ア メ リ カ 発 祥 の 「 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム 」 で あ る と 仮
定 し 、 そ の 読 解 を 試 み る 。 ま た 、 そ の 過 程 で 、 1 9 3 4 年 前 後
の 日 本 の 近 代 建 築 と の コ ン テ ク ス ト の 違 い を 明 ら か に す る 。

　 常 に 持 つ 視 座 と し て 、 史 上 に 潜 航 す る ア メ リ カ 性 に 着 目 。
第 二 章 で は 主 に 西 洋 建 築 と 日 本 の 建 築 の 合 流 の 過 程 を 扱 う が 、
第 三 章 で は 、 特 に ア メ リ カ か ら の 影 響 が 強 く あ ら わ れ た 中 流
住 宅 の 変 遷 を 扱 う 。 そ し て 中 流 住 宅 の 発 展 に 大 き く 寄 与 し た
三 人 の 建 築 家 、 橋 口 信 助 ・ 藤 井 厚 二 ・ W . M . ヴ ォ ー リ ズ が 共 通
し て 持 っ て い た 、 < 在 来 生 活 の 改 良 > , < 啓 蒙 書 の 発 行 > , < 科
学 的 論 拠 > と い う 三 点 か ら な る 活 動 形 態 が 、 プ ラ グ マ テ ィ ズ
ム の 姿 勢 と し て 成 立 す る こ と を 通 し て 、 第 四 章 で そ の 援 用 を
通 じ て 設 計 者 三 名 に 通 底 す る さ ら な る 価 値 観 を 探 っ て い く 。

論 文 構 成

【 第 一 章 】⇒ 旧 渡 辺 甚 吉 邸 基 礎 情 報
【 第 二 章 】⇒ 戦 前 日 本 の 近 代 建 築 成 立 の 特 殊 性
【 第 三 章 】⇒ 戦 前 日 本 の 中 流 住 宅 の 変 容 の 敷 衍
【 第 四 章 】⇒ 第 二 章 ・ 第 三 章 を 相 対 と し て 、 旧 渡 辺 甚 吉 邸 を 構

成 す る 建 築 観 を 考 察 。 そ の 史 上 で の 意 義 を 確 立 す る

旧 渡 辺 甚 吉 邸 を 研 究 対 象 と し て 取 り 扱 っ た 事 例 は 存 在 し な い 。

作 家 論 は 、 以 下 が 挙 げ ら れ る 。

山 本 ： 内 田 青 蔵 『 拙 先 生 絵 日 記 』 (  住 ま い の 図 書 館 出 版 局 ,
1 9 9 3 ) / 富 士 見 町 教 会 編 『 富 士 見 町 教 会 旧 会 堂 の こ と 』 (  日 本
基 督 教 団 富 士 見 町 教 会 , 1 9 8 5 )
今 ： 川 添 登 『 今 和 次 郎 -  そ の 考 現 学 』 (  リ ブ ロ ポ ー ト ,
1 9 8 7 ) / 黒 石 い ず み 『 建 築 外 の 思 考 -  今 和 次 郎 論 』 (  ド メ ス 出
版 , 2 0 0 0 ) を 筆 頭 に 多 数
遠 藤 に つ い て は 、 建 築 家 と し て の 経 歴 の 短 さ や 、 業 務 は 施 工
管 理 業 を 主 と し た こ と か ら 、 こ れ ま で 研 究 対 象 に さ れ た こ と
は な い 。

方 法 論 と し て 、 日 本 の 建 築 及 び 建 築 家 に プ ラ グ マ テ ィ ズ ム を
見 出 し て 論 を 試 み た の は 、

・ 明 石 信 道 『 日 本 の 建 築 家 と プ ラ グ マ テ ィ ズ ム 』 ( 一 般 社 団 法
人 日 本 建 築 学 会 「 建 築 雑 誌 , 1 9 5 4 )
が あ る が 、 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の 視 点 の 提 供 と 説 明 に と ど ま っ
て い る 。

ま た 、 川 崎 衿 子 『 洋 風 住 宅 に 投 影 さ れ た プ ロ テ ス タ ン ト の 家
庭 光 景 』 ( 国 際 日 本 文 化 研 究 セ ン タ ー 「 日 本 研 究 」 , 2 0 0 5 ) は 、
橋 口 信 助 ・ 西 村 伊 作 ・ W . M . ヴ ォ ー リ ズ が ア メ リ カ を 経 て 得 た
プ ロ テ ス タ ン ト の 思 想 が 、 彼 ら の 住 宅 設 計 に ど う 関 与 し て い
る か を 論 じ た も の で あ る 。 着 眼 点 の 類 似 を 確 認 で き る 。

　 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム は 、 お よ そ 1 8 7 0 年 代 に マ サ チ ュ ー セ ッ
ツ の ケ ン ブ リ ッ ジ で 、『 形 而 上 学 ク ラ ブ 』 と い う 同 人 の 合 作 と
し て 生 み 出 さ れ た 。 そ れ は 、 純 米 国 産 の 数 少 な い 哲 学 で 、「 考
え は 行 為 の 一 段 階 」 と い う 主 張 の も と に 展 開 さ れ る 志 向 の こ
と を 指 す 。 実 験 的 経 験 の 創 造 性 を 是 と す る 。
　 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム を 成 立 さ せ る の は 、 倫 理 と 論 理 と 心 理 の
基 準 を 持 っ た 、そ れ ぞ れ「 功 利 主 義 的 傾 向 」「 実 証 主 義 的 傾 向 」

「 自 然 主 義 的 傾 向 」 の 三 つ の 概 念 で あ る 。 三 点 を 網 羅 す る の が
プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の 特 徴 。 以 下 は 筆 者 の 解 釈 に 基 づ く 図 。

鶴 見 俊 輔 は 、「 訳 語 の こ と を い う と 、 従 来 の 「 実 用 主 義 」 と い
う 呼 称 に は 、 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の た だ 一 つ の 底 辺 ( 功 利 主 義
的 傾 向 ) だ け を 連 想 さ せ る 傾 き が あ り 、 適 当 で な い 。 こ の 思
想 の 特 色 は 、 プ ラ グ マ ( 行 為 ) と い う 観 念 を 抱 い て 三 つ の 傾
向 が 組 み 合 わ さ れ て い る と こ ろ に あ る の で 、 し い て 訳 語 を 求
め る な ら ば「 行 為 主 義 」と 呼 ぶ の が 適 当 と 思 う 。」と し た 。 ( 下
線 / 筆 者 加 筆 )
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図 12. 渡辺甚吉 (1906-1972)

図 13. 中流住宅のプラグマティズム概念図

図 16. 配膳室

図 17. 台所

図 14. 昭和型洋館のプラグマティズム概念図

　 山 本 と 遠 藤 と 今 は 、 大 正 5 年 か ら 6 年 に か け て 、 早 稲 田 大
学 建 築 科 に 同 時 期 に 在 籍 し て い た ( 今 は 講 師 と し て の 立 場 ) 。
当 時 の 早 稲 田 大 学 は 、 佐 藤 功 一 が 日 本 で 初 め て 「 住 宅 」 を 題
材 に し た カ リ キ ュ ラ ム を 導 入 し た ば か り の 気 鋭 の 新 設 校 で あ
る 。佐 藤 が 住 宅 へ の 視 座 を 持 ち 得 た の は 、柳 田 國 男 の 風 景 論「 風
景 を 形 作 る の は 人 間 と 自 然 の 交 渉 = 生 活 」 と い う 自 然 主 義 に
よ る 影 響 で あ っ た 。
山 本 は 後 に 、 佐 藤 の あ と を 継 い で 東 京 女 子 高 等 師 範 学 校 講 師
で 住 居 学 の 講 師 を 務 め る な ど 、 柳 田 ⇒ 佐 藤 ⇒ 今 と 、 草 創 期 の
早 稲 田 で 連 綿 と 受 け 継 が れ て き た 、 自 然 主 義 的 な 「 生 活 」 の
視 座 に 特 に 強 く 影 響 を 受 け た 一 人 で あ っ た 。

　 山 本 拙 郎 『 あ る 提 案 』、 今 和 次 郎 『 復 興 都 市 の 建 築 美 』 が
顕 著 に 示 す よ う に 、 彼 ら は 、 設 計 活 動 に お け る 「 内 か ら 発 す
る 人 間 味 の 肯 定 = ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 」 的 思 索 を 備 え て い た 。
　 そ れ は 中 世 の 工 匠 た ち の 制 作 と 労 働 に 対 す る 姿 勢 を 芸 術 の
理 想 と し た 、 ジ ョ ン ・ ラ ス キ ン や ウ ィ リ ア ム ・ モ リ ス に 通 ず
る 中 世 主 義 の 系 譜 と 言 え る 。 そ う し た 思 索 と の 連 関 の も と 、
山 本 、 今 が ク リ ス チ ャ ン で あ っ た 事 実 が 、「 最 大 多 数 の 最 大
幸 福 」 を 主 と す る 功 利 主 義 と の 結 び つ き を 感 じ さ せ る 。

　 以 上 を 踏 ま え 、① に よ っ て 得 ら れ た 近 代 的 で 合 理 的 な 生 活
空 間 / ③ に よ っ て 高 い 完 成 度 を 誇 る 、 名 も な き 工 匠 が 作 り 上
げ た 中 世 イ ギ リ ス の 民 家 を 範 に 取 っ た チ ュ ー ダ ー 様 式 / ① と
③ を 律 す る 価 値 観 と し て の ② / ① ～ ③ を 実 現 し 得 た 建 築 家 と
し て の 姿 勢 ④ に よ っ て 、 旧 渡 辺 甚 吉 邸 は 構 成 さ れ て い る 。
　 こ う し た 今 日 と し て は オ ー ソ ド ッ ク ス な 「 最 新 設 備 」「 施
主 の 要 望 通 り に 」「 快 適 な 生 活 を 」 と い っ た プ ラ グ マ テ ィ ッ
ク な 住 宅 設 計 の 価 値 観 は 、 早 す ぎ る 段 階 で 旧 渡 辺 甚 吉 邸 を 先
端 と す る 建 築 群 に よ っ て 提 出 さ れ て い た の で あ る 。
　 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の 視 座 に よ っ て 、 松 ノ 井 覚 治 を は じ め と
し た ア メ リ カ 帰 り の 住 宅 作 家 へ の 注 目 を 今 後 の 展 望 と し た い 。

　 旧 渡 辺 甚 吉 邸 の 精 緻 な 家 具
装 飾 は 、三 越 の 家 具 部 門 に よ っ
て 製 作 さ れ て お り 、 戦 時 統 制
に よ る 家 具 の 単 純 化 や 代 理 用
品 化 が 始 ま る 前 の 最 後 期 に 位
置 す る 作 品 群 で あ る と 言 え る 。
　 家 具 製 作 の 技 術 と 様 式 理 解
を 最 前 で 推 進 し て き た 三 越 家
具 の 技 術 が 完 成 さ れ た 時 期 の 貴 重 な も の で あ る 。 施 主 の 渡 辺
甚 吉 は 、 自 身 の 山 の 良 材 を 提 供 し た そ う で 、 ま さ に 施 主 の た
め に 贅 を 尽 く し た 「 商 品 建 築 」 の 粋 で あ っ た 。

図 18. 応接室のマントルピース

図 19. 複雑に混ざり合う
旧渡辺甚吉邸を構成する建築観
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研 究 成 果

① 竣 工 当 時 の 古 写 真
② 旧 渡 辺 甚 吉 邸 仕 様 リ ス ト
③ 2 0 1 7 年 - 1 9 3 4 年 の 比 較 写 真 リ ス ト
④ 今 和 次 郎 の ス ケ ッ チ と 実 物 の 比 較 リ ス ト
⑤「 渡 邊 邸 工 事 概 要 」 及 び 遠 藤 と 今 の 書 簡

竣 工 記 念 誌 を 底 本 と
し て 、 2 0 1 7 年 度 の
調 査 成 果 を 用 い て 情
報 を 補 っ た 史 料

目 次

： 1 章 　 旧 渡 辺 甚 吉 邸 に 関 す る 基 礎 情 報

： 2 章 　 近 代  日 本  建 築

　 旧 渡 辺 甚 吉 邸 は 、 大 学 を 卒 業 し た 直 後 の
渡 辺 が 、 当 時 の 富 裕 層 の 例 に 倣 っ て 欧 州 遊
学 に 出 か け る 際 ( 昭 和 5 年 ～ 6 年 に か け て ) 、
同 郷 の 馴 染 み で あ っ た 遠 藤 を 伴 っ た こ と に
由 来 し て 建 設 さ れ て い る 。 遠 藤 は 早 稲 田 工
手 学 校 建 築 科 を 大 正 6 年 に 卒 業 し 、 5 年 間
あ め り か 屋 で 施 工 業 に 従 事 し た 後 、 久 留 米
( 大 正 1 1 ~ ) ⇒ 岐 阜 ( 大 正 1 4 ~ ) の 順 番 で 自 身
の 工 務 店 を 構 え 活 動 し て い る 最 中 の 出 来 事 で あ っ た 。
　 遊 学 後 、 渡 辺 の 新 婚 生 活 の た め の 住 宅 の 設 計 者 に は 自 然 、
遠 藤 が 選 ば れ 、 同 行 し た 遊 学 先 で と も に 見 た イ ギ リ ス の
チ ュ ー ダ ー 様 式 を そ の デ ザ イ ン に 採 用 し た と い う 。 遠 藤 は 、
大 学 と 会 社 の 先 輩 で あ っ た 山 本 と 、 彼 ら の 恩 師 で あ っ た 今 を
誘 っ て 「 こ れ 限 り の つ も り で 豪 華 メ ン バ ー を そ ろ え た 。」。 ま
た 、 遠 藤 と 渡 辺 に 関 し て は 、 紳 士 録 や 、 彼 ら の 故 郷 で あ る 岐
阜 の ロ ー カ ル メ デ ィ ア か ら 新 た に 情 報 を 得 る こ と が で き た 。

　 西 洋 の コ ン テ ク ス ト と 乖 離 し た 西 洋 由 来 の 工 法 や 様 式 が 日
本 独 自 の 近 代 思 想 と 合 流 し た 時 、そ の 歪 ん だ 受 容 に よ っ て「 近
代 日 本 建 築 」 が 生 ま れ た 。 そ の 成 立 背 景 を 敷 衍 し 、 近 代 日 本
建 築 を ① 表 現 派 、② モ ダ ニ ズ ム 、③ 帝 冠 様 式 、④ 日 本 回 帰 様 式 、
⑤ 折 衷 主 義 様 式 の 五 つ へ と 分 類 し た 。
　 一 方 で 、 横 河 民 輔 や 渡 辺 節 ら に よ る ア メ リ カ 建 築 の 導 入 が
開 始 さ れ て お り 、 大 正 期 か ら 昭 和 初 期 に か け て 展 開 さ れ る 中
流 住 宅 に お い て 特 に そ れ が 顕 著 で あ っ た 。

： 3 章 　 近 代 と 住 宅 の 合 流 日 本 的 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム の
結 実 と し て の 旧 渡 辺 甚 吉 邸

： 4 章

　 明 治 末 期 、 都 市 計 画 と 住 宅 問 題 に 日 本 人 建 築 家 が 意 識 を 割
き 始 め た こ ろ 、倒 幕 以 来 増 え 続 け て き た 都 市 の 中 流 知 識 層 は 、
自 ら の 手 に よ っ て 在 来 住 宅 の 改 良 運 動 を 始 め て い た 。 そ の 発
展 に 大 き く 寄 与 し た の が 、 ア メ リ カ 帰 り の 橋 口 信 助 が 、「 組
み 立 て 住 宅 」 を 持 ち 帰 っ て 興 し た 『 あ め り か 屋 』≒『 住 宅 改 良
会 』 で あ っ た 。
　『 あ め り か 屋 』 は 日 本 最 初 期 の 住 宅 供 給 業 、『 生 活 改 良 会 』
は 在 来 生 活 改 善 の 啓 蒙 活 動 を そ れ ぞ れ 展 開 し 、 筆 者 は 、 そ う
し た 橋 口 の 活 動 は ア メ リ カ 由 来 の プ ラ グ マ テ ィ ズ ム に 基 づ く
活 動 で あ っ た こ と を 指 摘 し た 。

・ 建 築 の 素 人 で あ っ た 事 実 ⇒ 実 証 主 義 的
・ 啓 蒙 雑 誌 『 住 宅 』 の 発 行 ⇒ 実 証 主 義 的

・ 在 来 生 活 の 打 破 ⇒ 功 利 主 義 的
・ 動 作 経 済 な ど の 科 学 的 論 拠 の 提 示 ⇒ 自 然 主 義

　 上 述 を 踏 ま え て 、 旧 渡 辺 甚 吉 邸 を 構 成 す る 建 築 観 を 考 察 す
る と 、 以 下 の 四 点 に 収 斂 さ れ る 。

　 そ の 内 実 は 、 ド イ ツ で 生 ま れ た フ ラ ン
ク フ ル ト キ ッ チ ン の よ う に 、 テ イ ラ ー シ
ス テ ム に 則 っ て 、 矩 形 平 面 の 壁 沿 い に 設
備 を 配 置 す る 計 画 > , < 調 理 台 の 前 の 巨 大
な 開 口 > , < 換 気 扇 や ガ ス コ ン ロ な ど の 近
代 設 備 > , < 特 に 配 膳 室 に 見 ら れ る 、 同 一
規 格 の 複 数 の 引 き 出 し を 備 え た 収 納 棚 >
な ど に 示 さ れ る 。
　 そ し て 、 流 し 台 に は 日 本 最 初 期 の 使 用
例 で あ る ス テ ン レ ス ス テ ィ ー ル が 使 用 さ
れ て い る 。

　 こ う し た 点 か ら 、 ま ず 『 あ め り か 屋 』
由 来 の 功 利 主 義 ・ 自 然 主 義 を 特 に 強 く 備
え た プ ラ グ マ テ ィ ズ ム を 発 見 で き る 。

『 あ め り か 屋 』 由 来 の 、 台 所 の 近 代 設 備 か ら 読 み 取 る
「 中 流 住 宅 の プ ラ グ マ テ ィ ズ ム 」

　 ま た 、 同 時 期 の 藤 井 厚 二 ・ W . M . ヴ ォ ー リ ズ に も そ れ ぞ れ 同
じ 態 度 を 見 出 す こ と が 出 来 る 。

・ 彼 ら は そ れ ぞ れ 、 藤 井 ：『 日 本 の 住 宅 』、ヴ ォ ー リ ズ ：『 吾 家
の 設 計 』『 吾 家 の 設 備 』 と い う 自 身 の 科 学 的 論 拠 に 基 づ く 住
宅 改 良 の 指 南 書 を 発 行 し て い る 点

・ 藤 井 は 環 境 工 学 的 知 見 か ら 、 日 本 の 気 候 風 土 に 適 す る 住 宅
の 有 り 方 を 探 し 、ヴ ォ ー リ ズ は 住 人 の 健 康 面 を 一 義 と す る 台
所 設 備 の 近 代 化 な ど を 主 張 し た 点

以 上 に 基 づ き 、 中 流
住 宅 の 生 活 改 良 は 、
彼 ら の よ う な プ ラ グ
マ テ ィ ス ト の 三 つ の
思 想 に よ っ て 推 進 さ
れ た 。
　
そ し て そ れ は 、 ア メ
リ カ 由 来 ・ 日 本 育 ち
の 新 た な 建 築 観 で あ
る 、「 中 流 住 宅 の プ
ラ グ マ テ ィ ズ ム 」 な
の で あ っ た 。

　 ま た 、 村 野 藤 吾 が 『 日 本 に お け る 折 衷 主 義 建 築 の 功 禍 』 で
指 摘 し て い た 、 折 衷 主 義 建 築 の 「 功 利 的 方 面 」 も 、 一 種 の 日
本 的 プ ラ グ マ テ ィ ズ ム で あ る と 仮 定 し た 。
　
　 特 に 昭 和 初 期 の モ
ダ ニ ズ ム の 流 行 の 裏
で よ く 見 ら れ る 洋 館
建 築 に つ い て 、 施 主
を 一 義 と す る 「 商 品
建 築 」 で あ る と い う
立 場 を 見 出 し 、 < 施
主 の 生 活 を 重 視 > , <
贅 を 尽 く す > , < 施 主
の 要 望 に 即 す > と い
う 功 利 ・ 実 証 ・ 自 然
主 義 性 を 持 つ 。 狭 義
の 「 昭 和 型 洋 館 の プ
ラ グ マ テ ィ ズ ム 」 に
基 づ く 建 築 群 で あ る
こ と を 指 摘 し た 。
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キ リ ス ト 教 的 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム
= 中 世 主 義 / 功 利 主 義 的 思 想

「 商 品 建 築 」 性 か ら 見 る
「 昭 和 洋 館 型 の プ ラ グ マ テ ィ ズ ム 」

③

④

柳 田 國 男 ⇒ 佐 藤 功 一 ⇒ 今 和 次 郎 に よ っ て 築 か れ た 、
人 々 の 「 生 活 」 に 着 目 す る 自 然 主 義 的 思 想
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： 結 論

画像出典：図 1：筆者撮影 / 図２: 遠藤健三「http://rotary-bunko.gr.jp/pdf/238/238_02-01.pdf」冊子『温故知新（ロータリーの今昔）』より
(2017.7.23 閲覧 )/ 図 3：山本拙郎「http://archives.cf.ocha.ac.jp/exhibition/TT1_377/a_ph_37790151934-0047.html」お茶の水女子大デジタルアーカイブ
ズより (2017.723 閲覧 )/ 図 4：今和次郎「http://www.aomori-museum.jp/ja/exhibition/41/」青森県立美術館今和次郎採集講義より (2017.7.23 閲覧 )/ 
図 5：筆者撮影 / 図 6:『TUDOR HOMES OF ENGLAND』(Architectural Book Publishing Company, New York,1929) より / 図 7-10：早稲田大学建築史
研究室所蔵 / 図 12：http://www.gifu-np.co.jp/tokusyu/gifu_zaikaijin/gz20130514.shtml 」百折不撓ぎふ財界人列伝 渡辺甚吉 ( 下 )(2018.1.26 閲覧 )/ 図
16,17：合資会社エンド建築工務所東京支店『渡邊邸』( 九段寫眞研究所 ,1932)/ 図 18：筆者撮影 / 図 11,13,14,19：筆者作成

注 1：合資会社エンド建築工務所東京支店『渡邊邸』( 九段寫眞研究所 ,1932) より
注 2：工学院大学 今和次郎コレクション所蔵
注 3：早稲田大学建築史研究室所蔵
注 4：鶴見俊輔『アメリカ哲学 戦後日本思想史の原点』( こぶし書房 ,2008) を底本として使用
注 5：『日本の建築家 ( 私の発見した建築家 遠藤健三 )』( 新建築社 ,1981.12) より
注 6：長谷川堯『都市廻廊』( 相模書房 ,1975) を底本として参照

注 5

注 6

① 4 5 枚 の 古 写 真 を 収 録

③ 2 0 1 7 年 時 点 で の 様 子
を 遺 す 比 較 写 真 リ ス ト

② 場 所 ご と の 素 材 と 仕 上 げ を 写 真 と と も に
リ ス ト 化 ( 中 谷 研  政 本 悠 紀 と の 共 同 研 究 )

④ 今 和 次 郎 の ス ケ ッ チ と 製 品 の 比 較 リ ス ト
( 今 和 次 郎 関 連 の 史 料 と し て も 活 用 を 期 待
で き る )

⑤ は 文 字 を 起 こ し た だ け の も の な の で 割 愛




